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で
の
三
十
三
年
間
で
十
八
件
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
二
〇
一
二
年
以
降

の
五
年
間
で
六
二
％
に
及
ぶ
二
十
九
件
も
締
結
し
て
い
る
。

日
台
の
提
携
は
都
市
提
携
に
限
ら
な
い
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
鉄
道
関
係
の
提
携
も
少
な
く
な
い
。

一
九
八
六
年
一
月
の
大
井
川
鐵
道
と
阿
里
山
森
林
鉄
道
の
姉
妹
鉄
道

提
携
を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
の
黒
部
峡
谷
鉄
道
と
阿
里
山

森
林
鉄
道
、
本
年
三
月
十
五
日
の
江
ノ
島
電
鉄
と
台
湾
鉄
路
管
理
局
の

友
好
鉄
道
協
定
に
至
る
ま
で
十
九
件
あ
る
。
大
井
川
鐵
道
と
阿
里
山
森

林
鉄
道
以
外
の
十
八
件
は
す
べ
て
二
〇
一
三
年
以
降
に
結
ば
れ
た
も
の

だ
。
す
で
に
、
北
海
道
帯
広
市
の
幸
福
駅
と
台
湾
新
竹
市
の
合
興
駅
が

姉
妹
駅
実
現
へ
向
け
て
動
き
出
し
、
扇
形
車
庫
な
ど
が
あ
る
浜
松
市
の

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
も
台
湾
鉄
路
管
理
局
に
姉
妹
車
庫
友
好
協
定
を
結
ぼ

う
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

日
台
間
で
は
そ
れ
以
外
に
も
、
二
〇
一
一
年
九
月
に
は
、
投
資
企
業

◆

急
増
す
る
日
台
の
姉
妹
都
市
や
鉄
道
提
携

日
本
と
台
湾
の
絆
は
深
い
。
国
交
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
流

の
幅
も
広
く
密
度
も
濃
い
。

例
え
ば
そ
れ
は
、
人
的
往
来
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
昨
年
は
台
湾

か
ら
約
三
百
六
十
七
万
人
が
来
日
し
、
一
昨
年
よ
り
八
十
四
万
人
も
増

え
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
約
百
六
十
三
万
人
が
訪
台
し
、
初
め
て
双
方

で
五
百
万
人
を
超
え
た
。

人
的
往
来
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
は
自
治
体
同
士
に
よ
る
姉
妹
都
市

提
携
も
少
な
く
な
い
。

本
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
九
年
十
月
の
青
森
県
大お

お

間ま

町ま
ち

と
雲

林
県
虎
尾
鎮
の
提
携
以
来
、
本
年
五
月
の
加
賀
市
と
桃
園
市
の
提
携
ま

で
、
三
十
八
年
間
で
四
十
七
の
自
治
体
が
姉
妹
都
市
や
友
好
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
。
仔
細
に
そ
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
一
一
年
ま

国
交
が
な
い
台
湾
と
の
間
で
都
市
間
提
携
や
鉄
道
提
携
が
急
増
す
る
理
由

日
台
の
絆
を
強
め
る
日
本
版
・
台
湾
関
係
法

柚ゆ

原は
ら

　
正ま
さ

敬た
か

常
務
理
事
・
事
務
局
長
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の
活
動
や
資
産
は
外
貨
規
制
を
受
け
な
い
無
差
別
待
遇
に
す
る
こ
と
な

ど
を
決
め
た
「
日
台
民
間
投
資
取
決
め
」
が
結
ば
れ
、
同
年
十
一
月
に

は
、
定
期
便
を
運
航
す
る
航
空
会
社
数
を
制
限
し
な
い
こ
と
な
ど
を
定

め
た
「
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
」
が
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇

一
二
年
四
月
に
は
、
知
的
財
産
の
特
許
出
願
に
関
す
る
「
日
台
特
許
審

査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
大
の
難
題
と
言
わ
れ
、
十
年
越
し
の
交
渉
が
続
い
て
い
た

二
重
課
税
回
避
問
題
な
ど
を
解
決
す
る
「
租
税
協
定
」（
日
台
民
間
租

税
取
決
め
）
も
昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
李
登
輝
氏
が
総
統
だ
っ
た
一
九
九
六
年
に
提
唱
し

て
交
渉
が
始
ま
っ
た
東
シ
ナ
海
を
巡
る
漁
業
問
題
が
、
十
七
年
目
の
二

〇
一
三
年
四
月
に
解
決
を
み
て
「
日
台
漁
業
協
定
」（
日
台
民
間
漁
業

取
決
め
）
と
し
て
締
結
さ
れ
た
の
と
同
様
、
安
倍
晋
三
総
理
の
強
い
政

治
主
導
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◆

台
湾
へ
の
修
学
旅
行
も
急
増

さ
ら
に
、
台
湾
を
修
学
旅
行
先
と
す
る
ケ
ー
ス
も
急
増
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
以
来
、
二
年
ご
と

に
高
校
生
の
修
学
旅
行
先
の
調
査
を
し
て
い
る
。
最
近
の
中
国
と
台
湾

を
見
て
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年
度
は
中
国
の
一
万
六
千
百
四
十
七
人
に

対
し
て
台
湾
は
三
千
六
百
二
十
二
人
、
二
〇
〇
八
年
度
は
中
国
の
一
万

一
千
九
百
六
十
三
人
に
対
し
て
台
湾
が
八
千
二
十
四
人
と
徐
々
に
差
を

縮
め
、
つ
い
に
二
〇
一
一
年
度
に
は
台
湾
は
一
万
二
千
七
百
六
十
二
人

と
な
り
、
中
国
の
九
千
三
百
十
二
人
を
抜
い
て
逆
転
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
は
さ
ら
に
差
が
開
き
、
台
湾
の
二
万
八
百
二
十
九
人

に
対
し
て
中
国
は
千
六
百
二
十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
修
学
旅
行

研
究
協
会
の
二
〇
一
四
年
度
調
査
に
よ
れ
ば
、
台
湾
へ
は
二
万
八
千
三

百
十
四
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
昨
年
度
は
三
万
人
を
超
え
た
と
み
ら

れ
、
そ
の
差
は
さ
ら
に
開
く
よ
う
だ
。

◆

都
市
提
携
や
鉄
道
提
携
が
急
増
す
る
理
由

日
台
間
の
交
流
が
密
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
や
は
り
東
日
本
大
震

災
の
こ
と
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。

台
湾
か
ら
は
、
二
百
億
円
を
超
え
る
義
捐
金
と
五
六
〇
ト
ン
も
の
支

援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
感
謝
の
念
を
表
し
よ
う
と
す
る
日
本
か

ら
の
訪
台
が
相
次
い
だ
。
都
市
提
携
や
鉄
道
提
携
が
急
増
し
て
い
る
背

景
に
は
、
観
光
客
誘
致
と
い
う
経
済
的
要
因
も
あ
る
が
、
東
日
本
大
震

災
を
き
っ
か
け
と
し
た
台
湾
へ
の
安
心
感
と
信
頼
感
が
そ
の
根
底
に
あ

る
こ
と
は
疑
え
な
い
。

一
方
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
十
二
月
に
自
民
党
の
第
二

次
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
政
権
が
安
定
し
て
き
た
こ
と
も
そ
の
背
景
に

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

昨
年
七
月
二
十
九
日
、
安
倍
総
理
が
参
議
院
の
平
和
安
全
法
制
に
関

す
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
「
台
湾
は
基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
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重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
大
切
な
友
人
」
と
答
弁
し
た
こ
と
は
未

だ
記
憶
に
新
し
い
。

安
倍
総
理
は
二
〇
一
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
二
周
年
追

悼
式
に
際
し
て
「
台
湾
は
世
界
の
ど
の
国
よ
り
も
多
額
の
二
百
億
円
を

超
え
る
義
援
金
を
贈
っ
て
く
れ
た
大
切
な
日
本
の
友
人
」
と
発
言
し
て

以
来
、
価
値
観
外
交
の
一
環
と
し
て
台
湾
を
「
基
本
的
価
値
観
を
共
有

す
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
都
市
提
携
や
鉄
道

提
携
、
台
湾
修
学
旅
行
の
急
増
の
背
景
に
こ
の
安
倍
政
権
の
台
湾
重
視

姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
要
因
だ
ろ
う
。

◆

蔡
英
文
氏
の
総
統
当
選
に
異
例
の
対
応
を
し
た
日
本

と
こ
ろ
で
、
去
る
一
月
十
六
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
台
湾
の
総
統

選
挙
と
立
法
委
員
選
挙
の
結
果
、
民
進
党
主
席
の
蔡
英
文
氏
が
圧
勝
し

て
総
統
に
当
選
し
た
。
民
進
党
も
百
十
三
議
席
の
う
ち
六
十
八
議
席
を

獲
得
し
た
の
で
、
安
定
多
数
の
政
権
与
党
と
な
る
。

こ
の
選
挙
結
果
を
受
け
、
そ
の
夜
、
岸
田
文
雄
・
外
務
大
臣
は
「
当

選
に
祝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
件
選
挙
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
は
、
台
湾
に
お
い
て
民
主
主
義
が
深
く
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
示
す

も
の
と
し
て
評
価
し
ま
す
」
と
、
異
例
と
も
言
う
べ
き
談
話
を
発
表
し

た
。
台
湾
の
総
統
選
挙
当
選
者
に
、
日
本
の
外
務
大
臣
が
談
話
を
発
表

し
て
祝
意
を
表
し
た
の
は
恐
ら
く
初
め
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

異
例
は
ま
だ
続
く
。
翌
十
七
日
に
大
橋
光
夫
・
交
流
協
会
会
長
が
訪

台
し
て
祝
意
を
述
べ
、
十
八
日
に
は
菅
義
偉
・
官
房
長
官
が
定
例
記
者

会
見
で
祝
意
を
表
し
、
台
湾
に
つ
い
て
「
基
本
的
価
値
観
を
共
有
し
、

緊
密
な
経
済
関
係
と
人
的
往
来
を
有
す
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
大
切

な
友
人
だ
」
と
表
明
し
つ
つ
「
日
台
間
の
交
流
の
さ
ら
な
る
進
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
日
台
交
流
の
深
化
に
意
欲
を
示
し
た
。

さ
ら
に
安
倍
総
理
も
、
十
八
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
「
心
か
ら

祝
意
を
表
明
し
た
い
。
今
後
、
日
本
と
台
湾
の
協
力
、
人
的
交
流
が
さ

ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

一
方
、
蔡
英
文
氏
も
、
昨
年
十
月
に
訪
日
し
た
と
き
に
「
今
回
の
訪

日
は
民
進
党
の
対
日
関
係
重
視
を
表
す
も
の
だ
」
と
表
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
統
に
当
選
し
た
一
月
十
六
日
夜
、
内
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
記

者
会
見
に
お
い
て
も
日
本
と
の
関
係
に
言
及
し
「
経
済
や
文
化
な
ど
の

面
で
日
本
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
対
日
関

係
を
重
視
す
る
姿
勢
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
と
蔡
英
文
氏

の
息
は
ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
て
い
る
。

◆

台
湾
と
の
実
務
関
係
を
保
障
す
る
法
的
裏
づ
け
が
な
い
日
本

こ
の
よ
う
に
緊
密
化
し
て
い
る
日
台
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
交
は
な

い
。
日
本
は
一
九
七
二
年
九
月
二
十
九
日
に
中
国
と
国
交
を
樹
立
す
る

と
同
時
に
、
一
方
的
に
台
湾
と
断
交
し
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
、
台
湾
と

の
関
係
を
「
非
政
府
間
の
実
務
関
係
」
と
し
、
政
府
間
交
渉
は
一
切
行

っ
て
い
な
い
。
日
本
は
交
流
協
会
、
台
湾
は
亜
東
関
係
協
会
を
お
互
い
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の
窓
口
と
し
て
、
断
交
直
後
の
十
二
月
二
十
六
日
に
交
わ
し
た
三
項
十

四
目
か
ら
な
る
「
在
外
事
務
所
相
互
設
置
に
関
す
る
取
決
め
」
を
唯
一

の
拠
り
所
と
し
て
実
務
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。

こ
の
「
取
決
め
」
に
従
っ
て
、
交
流
協
会
は
邦
人
保
護
や
ビ
ザ
発
給
、

情
報
収
集
、
友
好
親
善
な
ど
、
ほ
ぼ
大
使
館
と
領
事
館
の
機
能
を
果
た

す
事
務
所
を
台
湾
の
台
北
と
高
雄
に
設
け
、
台
湾
側
も
日
本
に
設
け
た

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
、
お
互
い
主
権
に

関
わ
る
こ
と
を
処
理
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
「
取
決
め
」
で
あ
っ
て
法
律
で
は
な
い
。
現
在
、

日
台
間
の
実
務
関
係
を
保
障
す
る
法
的
裏
づ
け
は
一
切
な
い
。
日
台
関

係
は
こ
の
不
安
定
な
中
で
辛
う
じ
て
実
務
関
係
を
維
持
し
て
い
る
の
が

現
実
で
、
こ
の
無
法
状
態
は
法
治
国
家
と
し
て
異
常
だ
。

台
湾
を
「
核
心
的
利
益
」
と
位
置
づ
け
、「
中
華
人
民
共
和
国
の
領

土
の
不
可
分
の
一
部
」
と
公
言
し
て
台
湾
併へ

い

呑ど
ん

を
目
論
む
中
国
は
、
近

年
、
急
速
な
経
済
発
展
を
背
景
に
、
南
シ
ナ
海
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

海
軍
力
を
中
心
と
し
た
軍
事
力
の
拡
大
を
図
り
つ
つ
強
引
な
海
洋
進
出

を
企
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
最
大
の
脅

威
と
な
っ
て
い
る
。

南
シ
ナ
海
を
巡
っ
て
は
今
後
さ
ら
に
緊
張
の
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
日
本
が
今
後
も
負
担
と
犠
牲
を
避
け
る
無
責
任
な
態
度
を
と
り
続

け
れ
ば
、
日
米
同
盟
の
絆
が
弱
ま
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和

と
安
定
が
失
わ
れ
、
ひ
い
て
は
日
本
の
国
益
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ

と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
は
一
九
七
九
年
一
月
に
中
国
と
国
交
を
樹
立
す
る
と
同
時

に
台
湾
と
断
交
し
た
が
「
台
湾
関
係
法
」
を
制
定
し
、
台
湾
と
の
外
交

関
係
を
保
つ
法
的
根
拠
と
し
て
い
る
。「
防
御
的
な
性
格
の
兵
器
」
と

い
う
限
定
は
つ
い
て
い
る
が
、
台
湾
へ
の
武
器
供
給
も
定
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
台
湾
問
題
に
つ
い
て
主
体
的
な
関
与

を
避
け
て
き
た
。
日
本
が
今
後
、
国
益
を
損
な
わ
ず
に
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
平
和
と
安
定
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
政

策
と
整
合
性
を
有
す
る
台
湾
政
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
多

言
を
要
し
ま
い
。
従
っ
て
、
日
本
が
安
全
保
障
を
含
む
台
湾
と
の
緊
密

な
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、「
日
本
版
・
台
湾
関
係
法
」
を

制
定
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
。

本
会
は
三
年
前
に
「
日
本
版
・
台
湾
関
係
法
」
す
な
わ
ち
日
台
関
係

基
本
法
の
制
定
を
提
唱
し
て
い
る
。
李
登
輝
元
総
統
は
そ
の
賛
同
者
で

あ
り
、
台
湾
で
は
政
府
外
交
部
、
民
進
党
や
台
湾
団
結
聯
盟
な
ど
の
政

党
、
台
湾
安
保
協
会
や
台
日
文
化
経
済
協
会
な
ど
の
民
間
機
関
も
そ
の

制
定
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
、
本
会
が
亜
東
関
係
協
会

の
李
嘉
進
会
長
と
意
見
交
換
し
た
際
、
李
会
長
も
こ
の
法
律
の
制
定
が

日
台
の
絆
を
強
め
る
と
明
言
し
た
。

中
国
は
す
で
に
「
日
本
版
・
台
湾
関
係
法
」
制
定
に
断
固
反
対
を
表

明
し
て
い
る
。
こ
の
反
対
表
明
こ
そ
制
定
の
必
要
性
を
雄
弁
に
物
語
っ

て
い
る
。
早
急
に
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で
も
あ
る
。


